
令和元年度 Shapo 船橋カップミニサッカー大会（4 年生，3 年生，2 年生，１年生）実施要項 

 

１．主催  船橋市サッカー協会 第４種委員会 

 

２．後援  船橋市 船橋市教育委員会 

 

３ 特別協賛  Shapo 船橋 （株）ジェイアール東日本都市開発   

 

４．協賛  JEF UNITED 

 

５．目的  サッカーの試合を通じて少年少女の交流・親睦を図る。また、試合を通じてサッカーの技術の向上，

指導者の審判技術，指導技術の向上を図る。 

 

６．期日 予選リーグ    ８／２４  予備日  ８／２５ 

     準決勝リーグ   ８／３１  予備日   ９／ ７ 

     決勝トーナメント ９／ ８  予備日   ９／１５ 

             

７．会場    予選リーグ・準決勝リーグ・決勝トーナメント（市内小学校） 

                      

８．参加対象児童 

大会当該学年未満の単独チームの参加は認めない。他学年にまたがる登録は認めない。 

４年生  （１）船橋市サッカー協会第４種委員会に登録したチームに所属し，常時活動をしている４年生以

下の児童 

（２）船橋市のサッカー協会第４種委員会に個人登録をすませていること 

３年生  （１）船橋市サッカー協会第４種委員会に登録したチームに所属し，常時活動をしている３年生以

下の児童 

（２）船橋市のサッカー協会第４種委員会に個人登録をすませていること 

２年生  （１）船橋市サッカー協会第４種委員会に登録したチームに所属し，常時活動をしている２年生以

下の児童 

       （２）船橋市のサッカー協会第４種委員会に個人登録をすませていること 

1 年生  （１）船橋市サッカー協会第４種委員会に登録したチームに所属し，常時活動をしている１年生の

児童 

             （２）船橋市のサッカー協会第４種委員会に個人登録をすませていること 

 

９．表彰    ３位までのチームを表彰する。賞状 トロフィー メダル 優秀選手賞 参加各チーム２名 

 

１０．大会ルール 別紙（試合成立人数は５名とする。） 

 

１１．組み合わせ・大会方法 

（１）市内を均等に３・４年生は４ブロック，２年生は３ブロック，１年生は２ブロックに分け予選リーグ，

準決勝リーグ後 決勝トーナメントを行う。 

（２）複数チーム参加可 複数チームエントリーしたチーム間のメンバー変更は３名までとする。 

  （３）会議時間短縮のため，競技部が責任抽選をし，会議に提案するものとする。 



ミニサッカー競技規則 

日本サッカー協会フットサル競技規則を参考に競技規則を作成している。（注意・変更・追加事項について以下に記

載する。） 

（１）ピッチ 

  ・縦 ３０～４０ｍ  ・横 ２０～２５ｍ 

・コーナーアークは半径２５ｃｍの四分円を描く。 

・ゴールポストの中央から６ｍでペナルティーエリアのライン上にペナルティーマークを描く。 

・第２ペナルティーマークは描かない。 

・ゴールはポストの間隔が３ｍ，クロスバーの下端からグランドまでの距離は２ｍの条件を満たし，安全に配

慮し設置する。 

  ・交代ゾーンはハーフウェーラインから３ｍ離れたところに，フィールドの外側にタッチラインと直角のマー

クをつける。このマークはタッチラインから離さずに直角に４０ｃｍの長さで描く。このマークとマークの

間が交代ゾーンである。 

（２）ボール ・サッカー4 号球を使用する。 

（３）競技者の数 

・試合は５人の競技者からなる２つのチームによって行われる。試合開始時に，いずれかのチームが５人未満

の場合は試合を開始しない（５人未満のチームは不戦敗）。ただし，退場によって競技者が５人未満となっ

た場合は試合を続けさせる（退場により競技者が３人未満となった場合は不戦敗）。また，５人の競技者し

かいないチームの１人が試合中に負傷した場合，復帰できそうであれば試合を止めて復帰するまで待つ。，

復帰できない場合も続行する。 

・交代要員の数に制限は設けない。 

・フィールド競技者の交代は，ボールがインプレーまたはアウトオブプレー中に行われる。ゴールキーパーの

交代は主審に通告後，試合の停止中に行われるものとする。また，交代した競技者は，その試合に再び，何

回でも出場することができる。 

（４）競技者の用具 

  ・ユニホームは正副２着用意を原則とするが，できない場合はビブスでも可とする。 

  ・フィールド競技者がゴールキーパーと入れ替わる場合，競技者が着用するゴールキーパーのジャージにはそ

の競技者自身の番号か自チームで使われていない番号を付けなければならない。 

  ・靴はスパイクでも可とする。 

  ・フィールドプレイヤーの帽子の着用は認めない。（ゴールキーパーは着用可） 

（５）審判 

  ・第１審判，第２審判によるサイドライン方式とする。第２審判も笛を使用することができる。 

  ・第１審判と第２審判は，ともに競技者に警告，および退場を命ずることができる。しかし，両者の間に不一

致があった場合，第１審判の決定が優先されるものとする。 

  ・第１審判はタイムキーパーを務める。（タイムキーパー及び第３審判は置かない）  

  ・第１審判はベンチと反対側，第２審判はベンチ側のサイドを担当する。 

（６）試合時間 

  ・試合は，前半，後半の１０分ずつ行われる。タイムアウトはなし。ハーフタイムのインターバルは、５分を

超えてはならない。延長戦は行わない。 

（７）プレーの開始および再開 

・キックオフから直接得点することはできない。（キックオフシュートが決まっても得点にならず，ゴールクリ

アランスで再開する） 

 



・自分のペナルティーエリア内で与えられた守備側チームのフリーキックは、ペナルティーエリア内の任意の

地点から行う。 

・相手チームのペナルティーエリア内で与えられた攻撃側チームの間接フリーキックは、違反の起きた地点に

最も近いペナルティーエリアライン上から行う。 

・ペナルティーエリア内でプレーを一時的に停止したあとに試合を再開するドロップボールは，プレーを停止

したときにボールのあった地点に最も近いペナルティーエリアのライン上で行う。 

（８）ボールのインプレーおよびアウトオブプレー 

   ≪アウトオブプレー≫ 

    ボールは次のときにアウトオブプレーになる。 

   ・地上，空中を問わず，ボールがゴールライン，またはタッチラインを完全に越えた。 

   ・主審が試合を停止した。 

   ≪ボールのインプレー≫ 

    アウトオブプレー以外のすべての時間は，次の場合を含めてボールはインプレーである。 

   ・ボールがゴールポスト，クロスバーからはねかえってピッチ内にある。 

（９）得点の方法 

   競技規則に別に規定されている場合を除いて，両ゴールポストの間とクロスバー下でボールの全体がゴール

ラインを越えたとき，得点とする。ただし，ゴールキーパーを含む攻撃側の競技者が，手や足を使ってボー

ルを投げ，運び，あるいは意図的に推し進めた場合を除く。 

（１０）ファウルと不正行為，フリーキック 

  ・スライディングタックルは禁止とする（ボールを競ろうとしてのスライディングは，ゴールキーパー，フィ

ールドプレーヤに関わらず禁止とする）。これに違反した場合は，相手チームに直接フリーキックを与える。

ただし，自分のペナルティーエリア内のゴールキーパーに関しては，不用意に，無謀に，あるいは過剰な力

で行っていない手からのスライディングは認められる（足からのスライディングタックルは PK となる）。 

・ 累積ファールは適用しない。 

・ 味方競技者によって意図的に，ゴールキーパーにキックされたボール（キックインを含む）はいつでも，何

度でも受けることできるが，自陣のペナルティーエリア内において手で扱った場合（バックパス）は間接フ

リーキックを相手チームに与える。 

・ゴールキーパーがボールを手から離すまでに，ボールを手でコントロールしている間に４秒を超えた場合，

間接フリーキックを相手チームに与える。 

・退場を命じられた競技者の補充のために交代要員が試合に入ることはできない。警告，退場は次の試合には

持ち越さない。 

・フリーキックに対し，相手競技者は，ボールがインプレーとなるまでボールから少なくとも５ｍ離れる。 

（１１）ペナルティーキック 

  ・キッカー以外はピッチ内で，ペナルティーエリアから出るとともに，ペナルティーマークから５ｍ以上離れ，

ペナルティーマークの後方に位置する。 

（１２）キックイン 

  ・キックインから直接得点できない（間接フリーキック扱い）。 

・守備側チームの競技者は，キックインを行う地点から５ｍ以上離れる。 

  ・ボールは，蹴られるか触れられた後，ただちにインプレーとなる（キックインをして始めからアウトボール

になってしまった場合，やり直しではなく，相手チームのキックイン）。 

  ・いずれかの足の一部をタッチライン上、またはタッチライン外のピッチ面につけ、ボールがピッチから出た

地点、またはピッチ外で、その地点から 25cm 以内の場所から，必ず静止したボールを蹴る。違反した場合

は相手チームのキックインとなる。 



（１３）ゴールクリアランス（サッカーでいうゴールキックの代わりに行うキーパースローのこと） 

  ・ゴールキーパーがゴールクリアランスを行う。 

・ボールがノーバウンドでハーフウェーラインを越えてはいけない。越えた場合はボールが通過したハーフウ

ェーライン上から相手チームに間接フリーキックを与える。 

・投げるときに手からボールが離れる前に，ペナルティーエリアからボールが出た場合はハンドリングの反則

ではなく，キーパースローのやり直しを行う。（インプレー中はハンドリングとなる。） 

(＊)ゴールキーパーのプレーで，インプレー中に相手ボールを保持したときは，スローイン，パントキック（ノ

ーバウンドでボールを蹴る）はいずれもノーバウンドでハーフウェーラインを越えてはいけない。越えた場

合はボールが通過したハーフウェーライン上から相手チームに間接フリーキックを与える。ドロップキック

（ワンバウンド以上でボールを蹴る）はハーフウェーラインを越えてもよい。 

（１４）コーナーキック 

・コーナーアーク内に置いて蹴る。相手競技者はボールから５ｍ以上離れる。 

（１５）４秒ルール 

・ボールを保持してから（キックの場合はボールを置いてから）４秒以内にキックイン，フリーキック，コー

ナーキック，ゴールクリアランスを行わないとき，相手チームに間接フリーキックを与える。 

≪大会規定≫ 

・ 不戦勝・・・勝ち点３  得点６   不戦敗・・・勝ち点０ 失点６ 

・ 複数チームをエントリーした場合のチーム間の登録交代，変更は３名まで可とする。 

・ 選手の登録人数は自由とする。 

順位の決定 

  ・順位の決定は勝ち点により行う。（勝ち：３点 引き分け：１点 負け：０点） 

・同じ勝ち点の場合は，①得失点差②総得点③対戦結果④ＰＫ戦により決定する。 

・リーグ戦において，３チーム同点ＰＫの場合，１チームが２連勝するまでくり返す。  

・決勝トーナメントで引き分けの場合は，３人ずつによるＰＫ戦を行う。（以下サドンデス） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ミニサッカーフィールドレイアウト 

 

        半径６m                  半径６ｍ 

 

 

 

                 

ベンチ           直線 （ゴールの幅と同じ長さ） 

・ ゴールポストから半径６m で１／４円を描く。左右  

・ 円と円の間は直線で引く。 

・ コーナーフラッグは不要だが，半径２５ｃｍの四分の１の

円をコーナーアークでとしてかく。 

 

センターサークル半径３ｍ 

交替ゾーン 

６ｍくらい 

      フィールドの大きさ 

      縦 ３０ｍ～４０m 

      横 ２０ｍ～２５m 

ベンチ 

 

 


